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【
足
立
区
文
化
財
保
護
審
議
会
】　

　

足
立
区
に
所
在
す
る
文
化
財
の
指
定
・
登

録
は
、「
足
立
区
文
化
財
保
護
条
例
」
に
基

づ
い
て
、
足
立
区
教
育
委
員
会
（
以
下
、
教

育
委
員
会
）
が
設
置
し
た
足
立
区
文
化
財
保

護
審
議
会（
以
下
、審
議
会
）が
審
議
し
ま
す
。

通
常
は
、
年
二
回
開
催
さ
れ
ま
す
。　

　

委
員
は
、
各
種
文
化
財
に
精
通
し
た
研

究
者
や
区
民
代
表
の
方
々
で
、
十
二
人
が

上
限
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
九
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
審
議
会
で
は
、
教
育
委
員
会

が
新
し
く
文
化
財
と
す
る
候
補
を
挙
げ
、
そ

の
妥
当
性
に
つ
い
て
審
議
会
に
諮
問
し
ま

す
。
そ
し
て
、
第
二
回
目
の
審
議
会
に
お
い

て
妥
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
審
議
会
は
教

育
委
員
会
に
対
し
て
、文
化
財
と
し
て
指
定
・

登
録
す
る
よ
う
答
申
し
ま
す
。
教
育
委
員
会

は
そ
の
答
申
を
受
け
、
教
育
委
員
会
の
定
例

会
に
お
い
て
そ
の
可
否
を
議
決
し
、
指
定
・

登
録
が
妥
当
と
議
決
さ
れ
れ
ば
告
示
を
行

い
、
正
式
に
指
定
・
登
録
と
な
り
ま
す
。

　

文
化
財
に
指
定
・
登
録
す
る
に
は
、
充

分
な
調
査
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
所
蔵
者
・

管
理
者
の
方
々
の
同
意
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

成
立
す
る
の
で
す
。

【
令
和
四
年
度
新
規
登
録
内
容
】

１
　
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
（
堀
之
内 

氷
川
神
社 

　
境
内
社
）

　

堀
之
内
一
丁
目
七-

四　

公
開
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【
２
】
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
（
島 

氷
川
神
社
境
内
社
）

　
　

  

高
二
〇
四
×
幅
一
三
三
×
奥
行
一
六
二
（
㎝
）

【
１
】
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
（
堀
之
内 

氷
川
神
社
境
内
社
） 

　
　

  

高
一
六
四
×
幅
一
二
三
×
奥
行
一
四
六
（
㎝
）

【
４
】
板
碑
（
弘
安
十
年
銘
）　

＊
写
真
は
拓
本

　
　

  

高
六
二
×
幅
三
七
×
厚
四
（
㎝
）

【
３
】
下
川
家
煉
瓦
造
稲
荷
神
社

　
　

  

高
一
九
七
×
幅
一
三
三
×
奥
行
一
一
三
（
㎝
）

　

令
和
四
年
度
に
新
し
い
文
化
財
が
四

件
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
足
立
区
の
文
化
財
指
定
・

登
録
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
、

そ
し
て
、
新
し
く
文
化
財
に
登
録
さ
れ

た
四
件
の
文
化
財
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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七
）
は
、
足
立
区
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
板

碑
の
中
で
は
、
本
木
の
宝
寿
院
が
所
蔵
す
る

文
永
九
年
銘
（
一
二
七
二
）
の
板
碑
に
次
ぐ
、

二
番
目
に
古
い
も
の
で
す
。
上
部
と
下
部
が

欠
損
し
て
お
り
、
本
来
は
一
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
き
さ
だ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

審
議
会
委
員
の
諸
岡
勝
氏
は
、「
本
板
碑

は
阿
弥
陀
三
尊
の
種
子
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

本
尊
の
蓮
座
が
や
や
傾
い
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
西
方
極
楽
浄
土
か
ら

降
り
て
く
る
来
迎
の
様
子
を
板
碑
で
表
現

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
側
面
の
加

工
の
処
理
や
裏
面
の
状
態
な
ど
か
ら
、
本

板
碑
は
古
墳
石
材
を
転
用
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
蓮
座

の
傾
き
や
、
古
墳
石
材
の
転
用
と
い
う
特

徴
は
類
例
が
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
貴
重

な
板
碑
と
い
え
ま
す
。

　

今
回
登
録
さ
れ
た
四
件
の
文
化
財
は
、

足
立
区
の
歴
史
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
資

料
で
す
。
大
切
に
保
護
し
後
世
に
伝
え
て

い
け
る
よ
う
に
、
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
参
考
文
献
】

『
炎
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
近
代
』
足
立
区
立

郷
土
博
物
館
、
一
九
九
二
年

　
【
問
先
】

文
化
財
係　

〇
三
―
三
八
八
〇
―
五
九
八
四

※
文
化
財
所
有
者
へ
直
接
の
問
い
合
わ
せ 

　

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

　
　

  （
文
化
財
係
学
芸
員　

佐
藤　

貴
浩
）

で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
下

川
家
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
に
用
い
ら
れ
て
い

る
煉
瓦
は
高
温
で
焼
か
れ
た
鼻
黒
と
い
う

煉
瓦
で
あ
り
、
渋
沢
栄
一
等
が
主
導
し
た
大

量
生
産
の
煉
瓦
で
は
造
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
点
で
、
大
規
模
工
場
と
下
川

煉
瓦
工
場
の
よ
う
な
小
規
模
工
場
が
シ
ェ

ア
を
分
け
合
っ
て
い
た
」
と
い
う
大
変
重
要

な
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
足
立
区
を
は
じ
め
と
す
る
各
地

の
煉
瓦
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

煉
瓦
造
の
神
社
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
、

今
後
の
研
究
の
た
め
に
も
重
要
な
文
化
財

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

【
板
碑
（
弘
安
十
年
銘
）】

　

板
碑
は
、
中
世
に
盛
ん
に
造
立
さ
れ
た

石
製
の
塔
婆
で
、
武
蔵
国
で
は
秩
父
地
方

で
産
出
さ
れ
る
緑
泥
片
岩
（
り
ょ
く
で
い

へ
ん
が
ん
）
を
用
い
た
武
蔵
型
板
碑
が
主

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
登
録
と
な
っ
た

板
碑
も
武
蔵
型
板
碑
で
す
。

　

足
立
区
は
板
碑
が
多
い
地
域
で
あ
り
、

現
在
二
〇
〇
基
以
上
の
板
碑
が
指
定
・
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
登
録
と
な
っ
た

板
碑
は
、
西
門
寺
の
檀
家
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
、
元
は
西
門
寺
付
近
に
所
在

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
西

門
寺
は
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
永
和
三
年

（
一
三
七
七
）
の
開
山
以
来
、
舎
人
地
域
の

中
心
を
な
す
古
刹
で
、
す
で
に
三
基
の
板

碑
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
板
碑
に
刻
ま
れ
た
弘
安
十
年
（
一
二
八 

子
を
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
（『
炎
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
近
代
』）。
こ
う
し
た
共
同
飲
食

の
場
は
、
煉
瓦
工
場
で
働
く
職
人
た
ち
の
絆

を
深
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

三
基
の
う
ち
、
工
場
と
の
関
連
が
明
確

な
の
は
、
下
川
家
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
で
す
。

下
川
家
は
、
下
川
馬
次
郎
が
明
治
八
年
に

下
川
煉
瓦
工
場
を
創
立
し
、
馬
さ
ん
煉
瓦

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
下
川
家
煉

瓦
造
稲
荷
神
社
も
下
川
煉
瓦
工
場
の
敷
地

内
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、
堀
之
内 

氷
川
神
社
や
島 

氷
川
神

社
の
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
は
、
煉
瓦
工
場
に

あ
っ
た
も
の
を
移
設
し
た
の
か
、
最
初
か
ら

現
在
地
に
建
て
ら
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
具

体
的
な
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
島

氷
川
神
社
の
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
は
、
青
木

豊
吉
と
い
う
人
が
斎
藤
煉
瓦
工
場
の
煉
瓦

を
用
い
て
造
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

聞
き
取
り
調
査
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
斎

藤
煉
瓦
工
場
は
、
同
名
の
煉
瓦
工
場
が
複
数

あ
る
の
で
は
っ
き
り
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
鹿
浜
に
所
在
し
た
煉
瓦
工
場
と
み
ら
れ

ま
す
。「
奉
納　

安
伝
稲
荷　

青
木
豊
吉
氏　

大
正
十
五
年　

寅
二
月
初
午
」
と
染
め
抜
か

れ
た
幟
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
安
伝
稲
荷
（
あ

ん
で
ん
い
な
り
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
も
初
午
祭
礼
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
委
員
の
斉
藤
進
氏
は
、
こ
れ
ら
の

煉
瓦
造
稲
荷
神
社
は
「
本
地
域
の
歴
史
や
産

業
史
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
民

俗
・
宗
教
的
な
意
味
か
ら
も
重
要
な
文
化
財

２
　
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　
煉
瓦
造
稲
荷
神
社（
島 

氷
川
神
社
境
内
社
）

　

鹿
浜
二
丁
目
二
八-

四　

公
開

３
　
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　
下
川
家
煉
瓦
造
稲
荷
神
社

　

宮
城
（
個
人
住
宅
の
た
め
非
公
開
）

４
　
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　
板
碑
（
弘
安
十
年
銘
）　

　

舎
人
二
丁
目
二-

一
四　

西
門
寺（
非
公
開
）

【
三
基
の
煉
瓦
造
稲
荷
神
社
】

　

今
回
、
新
登
録
さ
れ
た
う
ち
の
三
件
が
煉

瓦
造
稲
荷
神
社
で
す
。
足
立
区
と
煉
瓦
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
度
々
ご
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
（
本
誌
六
〇
五
・
六
一
八
・ 

六
三
九
）、
あ
ら
た
め
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
足
立
区
域
は
、
煉
瓦
の
原
料
に
最
適
な

荒
木
田
土
の
産
出
地
で
あ
り
、か
つ
荒
川（
現

隅
田
川
）
の
舟
運
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

た
た
め
、
明
治
・
大
正
期
に
は
、
現
在
知
ら

れ
て
い
る
東
京
府
下
の
煉
瓦
工
場
の
過
半

数
以
上
が
集
中
す
る
地
域
で
し
た
。
三
基
の

稲
荷
神
社
も
、
明
治
末
～
大
正
期
に
か
け
て

造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
屋
敷
神
と
し
て
稲
荷
神
社
を

ま
つ
る
事
例
は
多
い
で
す
が
、
当
時
、
煉
瓦

工
場
も
敷
地
内
に
稲
荷
神
社
を
ま
つ
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
稲
荷
神
社
は
、
二
月
初
め

の
午
の
日
に
初
午
の
祭
礼
を
行
い
ま
す
。
稲

荷
神
社
を
ま
つ
っ
て
い
た
鹿
浜
の
東
京
煉

瓦
株
式
会
社
で
は
、
初
午
の
日
は
休
日
と
な

り
、
職
人
た
ち
と
そ
の
家
族
が
集
ま
っ
て
、

酒
を
酌
み
交
わ
し
、
無
料
配
布
さ
れ
る
お
菓

（２）
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も
浅
草
新
鳥
越
町
の
寺
町
成
立
過
程
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
紙
屋
も
成
立
過
程
で
江

戸
両
国
の
地
漉
紙
問
屋
で
の
経
験
を
活
か

し
て
い
ま
す
（
第
二
回
・
六
六
一
号
参
照
）。

浄
雲
寺
の
大
久
保
家
の
墓
所
は
、
江
戸
と

千
住
、
そ
れ
ぞ
れ
が
影
響
し
あ
う
当
時
の

社
会
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

史
料
翻
刻
＝
山
崎
尚
之（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

文
・
写
真
＝
多
田
文
夫（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

の
上
台
（
う
え
だ
い
・
竿
石
の
台
）
に
は

向
か
っ
て
右
側
に
「
紙
屋
」、
中
央
と
左
側

の
上
台
に
は
「
大
久
保
伊
助
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
が
大
書
さ
れ
た
の

は
問
屋
と
し
て
の
象
徴
だ
っ
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　

江
戸
は
周
辺
の
文
化
を
取
り
込
み
な
が

ら
成
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
記
述
は
、
浄
雲
寺
の
歴
史

　
が
、元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
） 

　
に
幕
府
か
ら
移
転
の
指
示
が
あ
っ
た
。
移 

　
転
先
の
件
で
す
が
、最
初
、「
下
谷
坂
元
町
」 

　（
現
、
台
東
区
下
谷
）
が
示
さ
れ
、
そ
の 

　
あ
と
、
深
川
十
万
坪
（
現
、
江
東
区
千
田
、 

　
千
石
付
近
）
が
示
さ
れ
た
が
、
遠
す
ぎ
る 

　
こ
と
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
了
解
さ
れ 

　
て
新
鳥
越
町
（
浅
草
新
鳥
越
町
。
現
、
台 

　
東
区
清
川
あ
た
り
）
で
百
姓
地
を
買
い
上 

　
げ
て
お
寺
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
浄 

　
雲
寺
の
記
録
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
昔
、 

　
荒
木
田
に
あ
っ
た
と
き
か
ら
、
大
久
保
家 

　
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

　

こ
の
記
述
の
な
か
で
、
浄
雲
寺
は
、
も

と
も
と
大
久
保
家
が
あ
っ
た
千
住
の
元
宿

（
現
足
立
区
千
住
元
町
あ
た
り
）
か
ら
ほ
ど

近
い
隅
田
川
の
対
岸
、
荒
木
田
に
あ
り
ま

し
た
。
大
久
保
家
は
そ
の
時
代
か
ら
の
檀

家
で
し
た
。
い
ま
の
浄
雲
寺
は
台
東
区
清

川
、
当
時
、
寺
町
を
形
成
し
た
浅
草
新
鳥

越
町
に
位
置
し
ま
す
（
写
真
１
）。
場
所
は

荒
木
田
か
ら
の
移
転
当
初
と
ほ
ぼ
同
じ
場

所
で
、
す
で
に
三
〇
〇
年
以
上
の
年
月
を

経
て
い
ま
す
。

　

※　

移
転
年
代
は
紹
介
資
料
で
は
元
禄 

　
　

年
間
だ
が
、「
御
府
内
寺
社
備
考
」
で 

　
　

は
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
～
五
八
） 

　
　

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
確 

　
　

定
す
る
資
料
は
未
詳
で
す
。

■
大
久
保
家
の
墓
所
か
ら　

過
日
、
紙
屋
・

大
久
保
家
の
墓
所
を
参
拝
、
見
学
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
（
写
真
２
・
３
）。
墓
所

■
浅
草
新
鳥
越
町
の
浄
雲
寺　

千
住
四
丁

目
の
地
漉
紙
問
屋
「
紙
屋
」
と
し
て
活
躍

し
た
大
久
保
家
の
来
歴
に
つ
い
て
、
連
載

の
第
一
回
目
（
本
誌
六
六
〇
号
）
で
ご
紹

介
し
た
「
千
住
宿
四
丁
目
起
立
之
事
」
の

中
に
、
付
記
（「
附
」
＝
「
つ
け
た
り
」
と

読
み
ま
す
）
と
し
て
、
菩
提
寺
の
浄
雲
寺

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
当
時
の

寺
院
と
墓
所
の
移
転
記
録
は
め
ず
ら
し
く
、

こ
こ
で
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
原
文
】

　
附
、
菩
提
寺
浅
草
新
鳥
越
町
四
丁
目
、
浄 

　
雲
寺
者
元
禄
年
中
荒
川
向
あ
ら
き
田
ニ
有 

　
之
候
、下
谷
坂
元マ

マ

町
裏
通
り
江
替
地
被
仰
付
、 

　
猶
又
其
後
深
川
十
万
坪
江
替
地
再
被
仰
付 

　
候
節
、遠
方
ニ
而
難
渋
之
趣
相
願
立
候
得
者
、 

　
御
聞
済
ニ
相
成
候
ニ
付
新
鳥
越
町
四
丁
目
ニ 

　
て
、百
姓
地
を
買
請
一
寺
造
立
致
し
候
旨
、右 

　
浄
雲
寺
記
録
ニ
相
記
し
有
之
候
、
往
古
荒 

　
木
田
ニ
有
之
候
節
よ
り
今
ニ
於
大
久
保
家
之 

　
菩
提
寺
ニ
有
之
候
事

【
訳
文
】

　
追
記
　
元
も
と
千
住
に
近
い「
荒
川
」（
現 

　
隅
田
川
）
の
対
岸
の
「
あ
ら
き
田
」（
荒
木 

　
田
。
現
、
荒
川
区
町
屋
北
部
）
に
あ
っ
た 

（３）

■写真１　浄雲寺本堂（右
写真）台東区清川（むかし
の浅草新鳥越町）所在。

■写真２　墓地にある大久
保家墓所（右下）　三基の
墓の上台部分に写真右から
「紙屋」中央と左の石に「大
久保伊助」とある

■写真３　屋号の「紙屋」
（下写真）　上台に刻まれて
いる。

「
紙
屋
」の
菩
提
寺
、
浄
雲
寺

「
紙
屋
」の
菩
提
寺
、
浄
雲
寺

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
④

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
④

郷
土
博
物
館

郷
土
博
物
館
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そ
し
て
工
事
現
場
に
忍
び
込
み
、
ど
や
さ
れ

た
ん
だ
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
、
そ
の
ど
や
さ
れ
た
場
所
で
働
く
と
は

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
続
け
て
、「
町
名
の
由
来
だ
が
、

千
住
は
、
こ
の
地
域
で
見
つ
け
ら
れ
た
千
手

観
音
が
由
来
で
、
桜
木
町
は
、
発
電
所
正
門

前
の
墨
堤
通
り
を
桜
土
手
と
言
っ
て
ね
、
現

在
よ
り
も
道
幅
が
狭
く
、
現
在
の
北
千
住
公

園
か
ら
西
新
井
橋
ま
で
の
間
の
土
手
の
両
側

に
桜
の
古
木
が
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
花
の

ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
、
見
事
な
も
ん
だ
っ
た

ん
だ
よ
。
そ
の
下
を
様
々
な
仮
装
を
し
た
花

見
客
の
列
が
延
々
と
続
き
、
そ
れ
が
西
新
井

橋
を
渡
っ
て
、
荒
川
の
名
所
、
五
色
の
桜
へ

と
続
い
て
い
た
の
で
、
さ
く
ら
土
手
の
桜
の

木
か
ら
桜
木
町
の
名
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
の
さ
。」
と
。

　

先
輩
の
姫
野
和
映
さ
ん
は
、
著
書
『
お

化
け
煙
突
物
語
』
の
中
で
、「
墨
堤
通
り
は
、

昭
和
三
三
年
頃
は
鳩
ケ
谷
通
り
だ
っ
た
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
、自
動
車
の
数
も
少
な
く
、

か
つ
て
の
桜
土
手
を
思
わ
せ
る
風
景
は
何
も

な
か
っ
た
。」
と
記
し
て
い
ま
す
。（
続
く
）

格
和
宏
典
氏

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
生
ま
れ
。

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）、
新
入
所
員
と

し
て
千
住
火
力
発
電
所
汽
缶
係
（
ボ
イ
ラ
ー

の
運
転
）
に
配
属
さ
れ
る
。
当
時
の
発
電
所

の
様
子
や
仕
事
に
つ
い
て
『
お
化
け
煙
突
の

せ
か
い　

思
い
出
す
ま
ま
に
』（
二
〇
一
六

年
）、『
続　

お
化
け
煙
突
の
せ
か
い
思
い
出

す
ま
ま
に
』（
二
〇
一
八
年
）
を
ま
と
め
る
。

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
当
時
の
発
電
所
の

敷
地
は
葦
原
の
沼
地
で
ね
、
そ
れ
が
い
つ
の

間
に
か
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
か
、
当
時
の
幼

か
っ
た
私
が
気
づ
い
た
頃
は
、
あ
の
お
化
け

煙
突
が
徐
々
に
組
み
立
て
ら
れ
て
、
ウ
イ
ン

チ
ら
し
き
も
の
で
鉄
板
の
一
枚
一
枚
が
巻
き

上
げ
ら
れ
て
リ
ベ
ッ
ト
の
カ
シ
メ
音
が
田
園

情
緒
豊
か
な
周
囲
の
静
寂
を
破
っ
て
響
き

渡
っ
て
い
た
ん
だ
よ
。
私
は
、
こ
の
会
社
が

何
の
た
め
に
建
設
さ
れ
、
何
を
製
造
す
る
か

を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
知
る
必
要
す
ら

感
じ
な
か
っ
た
け
ど
、
現
在
の
よ
う
な
電
力

が
重
要
産
業
の
生
死
を
に
な
い
、
人
類
の
生

存
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な
役
割
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
電
力
会
社

に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
る
こ
と
と
あ
わ

せ
、
あ
ま
り
に
も
認
識
不
足
で
あ
っ
た
こ
と

を
申
し
訳
な
い
？
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
。（
中

略
）
そ
ん
な
工
事
現
場
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
い
た
私
は
、
ど
で
か
い
建
物
に
驚
き
、
全

景
・
全
容
を
捉
え
る
の
に
苦
労
し
た
ん
だ
。

郡
千
住
町
堤
外
西
耕
地
と
い
い
ま
し
た
が
、

筆
者
が
在
籍
し
た
昭
和
三
六
年
頃
は
千
住

桜
木
町
三
五
番
地
、
現
在
は
、
千
住
桜
木
一

丁
目
一
三
番
地
一
号
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
地
と
な
っ
た
理
由
は
、
①
自
動
車
道

が
近
く
に
あ
る
。
②
荒
川
放
水
路
と
赤
羽
閘

門
が
あ
り
、
洪
水
対
策
が
可
能
。
③
隅
田
川

の
湾
曲
に
よ
り
冷
却
水
取
水
に
土
砂
堆
積

が
な
い
。
④
良
好
な
地
下
水
が
あ
り
、
上
水

道
も
利
用
で
き
る
。
⑤
石
炭
の
運
搬
に
鉄
道

（
常
磐
線
隅
田
川
貨
物
駅
）
お
よ
び
隅
田
川

の
艀
（
は
し
け
）
が
利
用
で
き
る
。
⑥
広
範

な
土
地
が
確
保
で
き
る
。
⑦
電
力
系
統
の
送

電
拠
点
に
な
る
。
な
ど
の
諸
条
件
を
満
た
し

て
い
る
千
住
桜
木
だ
っ
た
の
で
す
。

■
建
設
時
の
記
憶　

あ
る
と
き
、
機
械
課
作

業
係
の
松
田
勝
吉
主
任
が
建
設
時
の
情
景
を

千
住
火
力
発
電
所
は
一
九
六
三
年
に
稼
働

を
停
止
し
、
翌
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

発
電
所
の
終
焉
と
な
っ
た
六
〇
年
前
を
振

り
返
り
ま
す
。
今
月
か
ら
、
元
千
住
火
力

発
電
所
の
職
員
格
和
宏
典
さ
ん
に
文
章
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
㈱
の
千
住
火
力
発
電
所
は
、

見
る
方
向
に
よ
っ
て
煙
突
の
本
数
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
で
、「
お
化
け
煙
突
」
の
愛

称
で
足
立
区
民
の
み
な
ら
ず
、
人
々
に
愛

さ
れ
親
し
ま
れ
た
名
物
煙
突
で
し
た
。
稼

働
し
て
い
る
発
電
所
内
は
立
ち
入
り
禁
止

で
す
か
ら
、
人
々
は
周
辺
か
ら
煙
突
の
変

化
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
今
回
は

発
電
所
内
部
を
思
い
出
し
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
建
設
地
と
条
件　

供
給
力
不
足
を
補
う

た
め
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
発
電
を

開
始
し
た
浅
草
火
力
発
電
所
を
撤
去
し
、
同

地
に
大
き
な
容
量
の
発
電
所
を
建
設
す
る

計
画
で
し
た
が
、大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）

の
関
東
大
震
災
復
興
の
た
め
、
東
京
市
が
都

市
計
画
を
見
直
し
、
建
設
が
白
紙
と
な
り
、

新
た
な
建
設
地
と
し
て
千
住
桜
木
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

北
千
住
駅
か
ら
隅
田
川
に
架
か
る
尾
竹

橋
を
目
指
し
て
約
一
五
分
、
墨
堤
通
り
に

面
し
た
場
所
で
、
当
時
は
、
東
京
府
足
立 

大正末期から昭和初期の建物配置

（４）

お
化
け
煙
突
60
年
② 

発
電
所
の
役
割
１


